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	論文名
	Anisotropic Magnetic Fluctuations and Superconductivity in Ferromagnetic Superconductor UCoGe

	国際会議名
	International Conference on Strongly Correlated Electron Systems 2011 [SCES 2011]

	開催地
	Cambridge, UK

	参加期日
	August 29 –September 3, 2011

	参加目的：

強磁性超伝導体UCoGeに関するNMR/NQRを用いた我々の研究成果“ Anisotropic Magnetic Fluctuations and Superconductivity in Ferromagnetic Superconductor UCoGe”のポスター発表を行う。また、他グループによる同分野の最新の研究成果について情報収集し、議論を行うことで今後の研究方針について知見を得る。

	会議の状況：
世界各国からの研究者--総勢657名, うち日本人約200名--が参加する大規模な国際会議になった。数多くの口頭発表、ポスター発表がなされ、各所で活発な議論がなされた。また、超伝導百周年記念を兼ねたディスカッションセッションも非常に白熱した意見交換が成された。

	成果概要：

　ポスター発表には、同じ系、ウラン系強磁性超伝導体を研究している人をはじめ、磁性分野の方など多くの方が訪れて下さり、議論をすることが出来た。特にこのような大規模な国際会議だからこそ可能になった、UCoGeの研究を行っている海外グループの研究者との交流・議論は得るものが多く、本会議への参加は非常に意義あるものとなった。
　ポスター発表のみならず口頭発表にも強磁性超伝導体が扱われたセッションがあり、最新の研究成果を聞くことが出来たことは今後も研究を続けていく上でとても有益であった。

　また、非常に大規模になったことにより様々な分野の話が聞けたこと、非常に盛り上がった百周年記念のディスカッションセッションに参加できたことはとてもよい刺激になり研究意欲を高めることにも繋がった。


